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第６回石狩川下流幌向地区自然再生ワークショップ
（略称：幌向再生ワークショップ）



開催日 開催場所 主な議題

H29.6.13 南幌町役場
利活用ミーティングの進め方
利活用ミーティングで議論する内容

H29.8.10 南幌町役場
情報提供手法について
環境学習等の企画案について
園路・展望施設等の施設整備について

H29.11.30 南幌町役場
地域イベントの実施結果について
駐車場、案内看板、展示物について
次年度の検討課題・活動予定

１．利活用ミーティングの目的とH29活動状況
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（1）利活用ミーティングの目的

（2）H29活動状況

幌向再生地の利活用促進に向けて、地域連携
による景観整備手法、環境学習・体験学習等
の企画、情報発信・PR手法の検討を行う。

 H29年度は、3回のミーティングを開催した。
また、ふらっと南幌主催、ワークショップ共
済による地域イベントを開催した。

幌向再生ワークショップ

湿原再生ミーティング 利活用ミーティング

各検討部会からの報告形式による開催
現地視察会などは共同開催
開催頻度：基本的に年１回

遮水対策の整備効果検証
湿生植物の導入計画
モニタリング調査

地域連携による景観整備手法
環境学習・体験学習等の企画
情報発信・ＰＲ手法

第３回ミーティングの様子（H29.11.30）



１．利活用ミーティングで出された主な意見

2

主な意見 対応状況

地域イベン
ト等の開催

 湿原だけの単独のコンテンツとすると興味ある人が少なく、インパクトが弱い。
防風林やまちづくり等に興味ある人をたくさん集めて、その中から湿原ファン
を増やしていけるとよい。[1]

 フットパス、馬頭琴、俳句
会等の企画と合わせてイベ
ントを実施。

 イベントを実施した際に、参加者の動きを良く観察し、参加者のつぶやきに耳
を傾けることが重要である。アンケートを行うよりもリアルな意見が出る。[3]

 俳句会から参加者の視点を
推察。

 南幌周辺の古写真を公募してみてはどうか。特に昔の湿原の様子が確認できる
とよい。また、昔の町について知る人に、当時の人と湿原のつながりなどにつ
いて話してもらうのもよい。[2]

 再生地から夕張川まで歩いて、利用の可能性、景観などを確認する機会がある
とよい。[3]

 今後の取り組みとして検討。

幌向再生地
の景観

 ゼンテイカ等が生育する原生花園的な景観とする区域があってもよい。重点区
域は学術的価値が高い区域となるので、一般向けの区域と分けてもよい。[1]

 原生花園的な種を導入すれば、魅力アップにもつながる。[2]

 地域連携による導入エリア
案を設定。

 再生地に訪れる際に、人工的なものが視界に入らないよう留意する必要がある。
フォトモンタージュ等を作成して検討するとよい。[3]

 今後の取り組みとして検討。

施設整備

 現在の駐車スペースは、湿原区域からの視界に入り条件としてはよくない。駐
車スペースを人目に触れないようにする必要がある。[1]

 駐車スペースは、車が半分隠れるだけでも効果がある。中低木を植栽すること
でも十分効果がある。[3]

 駐車場は飛び地で整備するのも良いと思う。[2]

 フォトモンタージュを作成。
今後、取り組み方法を検討。

 イベントを催すときなどに使用できる広場のような場所を拠点として整備する
とよい。[2]

 今年度のイベントでイベン
トスペースを設置。

 再生地全体を望むことができる視点場を、堤防上に2,3地点程度、高水敷に1地
点つくるのが良い。[2]

 案内看板は景観を壊す懸念があるため、必要最小限にした方がよい。[3]

 今後の取り組みとして検討

主な意見文末の[●]は、第●回ミーティングで出されたを意見であることを示す。



１．利活用ミーティングで出された主な意見
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主な意見 対応状況

情報発信

 フォーラム、シンポジウム等は年１回は開催できるとよい。開催目的、期待す
る効果を明確にすることが必要。[1]

 期待する効果として、理解者の増加、注目度のアップ、将来像の共有、将来の
人材育成、技術力向上、マスコミを通じたPR、南幌町のPR等が挙げられる。特
に、理解者の増加、地域での認知向上、将来像の共有が主目的となる。[1]

 地域イベントを通じて、事
業説明・PRを実施。

 幌向地区は現状で裸地なので、将来イメージを共有することが重要。活動を推
進する勇気・気づきになる。[1]

 ブランド化・価値化という視点が重要である。「環境面の価値」と「まちづく
りの価値」の2つの側面を意識することが重要。[1]

 将来イメージの共有化のた
めのミズゴケ展示を作成。
南幌町内に常設展示予定。

主な意見文末の[●]は、第●回ミーティングで出されたを意見であることを示す。



２．地域イベントの開催
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 10/22（日）にふらっと南幌主催による『湿原再生フットパス』を開催した。
約4kmのフットパスのほか、馬頭琴・喉歌演奏、ミズゴケ移植体験、俳句会などの催しを行い、
総勢32名の参加を得た。



２．地域イベントの開催
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２．地域イベントの開催（参加者の視点）
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アキアカネ、タンチョウ、渡る雁、とんぼ天国、雁の声
ミズゴケ栄え、七草想い、よし原のうねり、枯れススキ、むらさき野菊、みどりのビート、苔の緑、ホロムイス
ゲの影、ヨシの穂、水苔のみどり、山遠く、紅葉の海、など



３．幌向再生地の景観
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○原生花園的な景観

地域イベントにおいて、地域連携による導入エリアを設定し、ノハナショウブ、サワギキョウ、
コバギボウシ等、綺麗な花をつける種を導入した。

今後、重点区域以外の区域（通常区域）については、地域連携による導入を推進する。

重点区域のサイズ
① 18×45m
② 21×42m
③ 21×48m
④ 15×60m

木道 地域連携による導入エリア（H29実施箇所）

遮水盛土：綺麗な花をつける種を導入（H29実施箇所）

ボッグ形成条件の良好なエリアを地域連
携による導入エリアとして拡大

現時点で意見が出されている案であり、今後変更となる可能性がある。



３．幌向再生地の景観

○景観整備の留意点

現状の幌向再生地は、堤防上・再生地から
河川側への視界は遮蔽物がなく、かつての
湿原を思わせる景観となっている。

幌向再生地の景観整備にあたっては、人工
物等の存在感に配慮する必要がある。

駐車スペースには、治水面に影響を及ぼさない範
囲で、植栽等による車の遮蔽方法を検討する。

再生地から河川側は、
人工物等がなく、視
界を遮らない。

夕張川

植樹等により、人工物の
湿原景観への影響緩和策
を検討する。

案内看板等は必要最小限とし、再生エリアには人工的な要素を持ち込まないよう工夫する。 8



５．情報発信
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○ミズゴケディスプレイ

幌向地区自然再生の将来イメージを地域住民等と共有するため、展示物を作成した。
説明パネル、冊子等の配布物と合わせて、南幌町内（生涯学習センターなど）に常設展示予定。

設置場所・日頃の管理
○設置場所 …直射日光など

で水槽内の温度が高くなり
すぎないところ（30℃以下
に保つ）。

○日頃の管理…3日に1度くら
いの頻度で、霧吹きでミズ
ゴケの表面を湿らす程度。

展示イメージ 展示イメージ

○ミズゴケディスプレイは、
ミズゴケ生育方法などを
示したチラシ、事業パン
フレット等と合わせて展
示する。
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６．H29活動成果と次年度の課題

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞの目的 H29活動成果 次年度の課題

地域連携による景
観整備手法

幌向再生地における景観整備の課題を抽
出した。

駐車スペース、案内看板などの人工物が
再生エリア内の視界に入らないよう配慮
する必要性を確認した。

駐車スペース等の人工物の遮蔽方法の
検討

案内看板等の配置、デザイン等の検討
視点場の整備方法の検討
湿原景観と調和した景観形成手法、木

道等の施設レイアウトの検討

環境学習
体験学習

地域イベント等の
企画

ふらっと南幌主催、ワークショップ共催
の地域イベントを開催。

ふらっと南幌フットパス100回記念フォー
ラムにおいて、事業PRを実施。

地域イベントの継続開催
参加人数拡大、近郊からの参加
視点場整備のための、参加者の動き、

意向等の把握
古写真などの公募

情報発信
PR手法

ミズゴケ展示物の作成 説明パネル、配布冊子等、ライトアッ
プ等の展示内容の充実

日常の管理

河川管理者、ふらっと南幌のホームペー
ジによる情報発信

リアルタイムの情報発信（ホームペー
ジ、ニュースレター等の効果的な活
用）

パンフレット等の作成(過年度) 配布実績の拡大
学校教育等での活用

課題などは利活用ＭＴにて協議のうえ、湿原再生ＭＴと連携し、協力して進める。


